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 本研究は、音楽教育「スズキ・メソード」Suzuki Method の指導者を対象に、その
指導観と指導者の学習過程を明らかにしようとするものである。                                     




統合モデルを構築すること。以上の２点である。                  
                                         
 本研究は６つの章から構成され、各章の要約は次の通りである。          
 序章では、スズキ・メソードについての現状と動向、先行研究の概観、問題の所在と
本研究の意義、本研究の目的、本論文の構成、研究における用語の定義について述べた。  
                                        
 第１章では、文献から、研究の背景となるスズキ・メソードと教師の力量形成につい
ての基礎理論を探求した。                           
                                       
 第２章では、研究方法について述べた。本研究では、スズキ・メソード指導者に対す
る、半構造化面接を行った。分析には、木下（2011）の修正版グラウンデッド・セオ
リー・アプローチ(Modified Grounded Theory Approach：以下、M-GTA)を用いた。
予備調査においては、目的、方法、結果と考察、予備調査から明らかになった課題につ
いて述べた。予備調査における研究協力者は、20 歳代から 30 歳代で、指導歴が１年と
４年の２名であった。予備調査の結果、調査方法に大きな問題はないと判断した。また、
質問項目に２項目を加えることにした。                      
 本調査については、目的と方法について述べた。本調査の研究協力者は、スズキ・メ
ソード若手指導者群５名（1998 年１月以降に指導者の認定を受けた 20 歳代または 30
歳代の指導者群）とベテラン指導者群 10 名（1998 年１月以前に指導者の認定を受けた
指導者群）であった。                              





を対象とした概念の生成、関連図の作成、若手指導者の指導観に関する考察を行った。                                    
                                        
 第４章では、総括的考察を行った。第１節 若手指導者とベテラン指導者の比較にお
いては、次の９項目について、若手指導者とベテラン指導者の比較・検討をした。                                 
１．ライフストーリー ２．教育哲学 ３．指導目標 ４．指導における信念 ５．指
導実践 ６．対象者自身の問題点と課題 ７．問題の克服 ８．組織の問題点と課題 ９．
スズキの指導者間における問題点と課題                      
 第２節ではスズキ・メソード指導者の指導観と学習過程に関する総括的考察を述べた。  
                                       
 終章では、各章の概要と、結論を示したうえで、スズキ・メソードの今後に対する提
言と、本研究の限界と今後の課題について述べた。                        
                                        
改本研究における調査から、スズキ・メソードの指導者は、指導年数の差異に関わらず、
教育哲学・指導目標・信念・指導法などに関して多くの指導観を共有していることが示
唆された。                                      
 ただし、桂（2012）や久保（2013）が指摘した通り、スズキ・メソードの方法論が
明確でないという点は、本研究でも見受けられた。その代表例として、読譜学習導入の
時期や使用する読譜の教材について、対象者毎に異なることなどが挙げられる。                  
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  表１ 日本国内におけるスズキ・メソードに関する研究 
著者 発行年 タイトル 
１．スズキ・メソードまたは鈴木鎮一に関する概論 17 件 
村尾忠廣 1995 鈴木メソードの意味―歌留多と型と家元制度をめぐって 
本田正明 1999 才能教育と私 脳障害児も治る 
豊田耕兒 1999 才能教育の所相 
中嶋嶺雄 1999 才能教育を考える 
草野篤子 1999 スズキ・メソードと子供の教育 









豊田耕兒 2003 音楽の幼児教育 
本多正明 2003 才能教育（スズキ・メソード）の理論 
蔵持典与 2003 スズキ・メソードの誕生を探る 
鈴木裕子 2003 スズキ・メソードの国際性 
寺西肇 2005 凛として 





中山裕一郎 2006 音楽教育における〈創造的〉表現活動を支えるもの 
熊谷周子 2011 スズキ・メソードと子供の教育 
久保絵里麻 2013 鈴木鎮一と才能教育―その形成史と本質の解明 
２．他の音楽教育法とスズキ・メソードの比較・検討 ４件 





吉本隆行 2003 日本の音楽教育とスズキ・メソード 
３．他分野とスズキ・メソードの比較 13 件 
大島眞 1999 スズキ・メソードと子どもの母語習得 
小野博 1999 バイリンガルからみたスズキ・メソード（日・韓の小学
生における英語教育） 
栗原豪彦 1999 言語と音楽－スズキ・メソードの意味するもの－ 
松本元 1999 脳を創る－成長の要因とは何か－ 
須田勇 1999 人間としての大脳の働き 
小林東生 1999 音楽は人間性の美しいあらわれ 
松本元 2003 脳発達とスズキ・メソード 
鈴木正幸 2003 「感育」とスズキ・メソード 
秋山俊夫 2003 幼児教育からみたスズキ・メソード 
草野篤子 2003 幼児環境とスズキ・メソード 
小野博 2003 スズキ・メソードと子どもの英語学習 
高石道明 2003 国立大学における教育・研究とスズキ・メソード 
栗原豪彦 2003 音楽脳とスズキ・メソード 
４．音楽教室以外でのスズキ・メソードの実践事例、またはその推奨 ３件 
山﨑稔 2003 中・高に対するスズキ・メソードの意味 
5 
 
秋山博介 2003 高齢者教育とコラボレーション 
星野一正 2003 スズキ・メソードとの私の出会い 
５．スズキ・メソード卒業生を対象とした量的調査 １件 
大島眞 2003 スズキ・チルドレンの今・昔 
６．スズキ・メソードのレッスン事例 １件 





















































































  表２ アメリカにおけるスズキ・メソードに関する博士論文 
著者 発行年 タイトル 
１．スズキ・メソードまたは鈴木鎮一についての概論 １件 
Helsh,S.S. 1995 Music educator Shinichi Suzuki : His teacher 




1993 A survey of recommended procedures and teaching 
methods for building and maintaining a wind and 
percussion instrumental music education program 
grades six through twelve. 
Moorhead,M
.N. 
2005 The Suzuki Method: A comparative analysis of the 
perceptual / cognitive listening development in third 
grade students trained in the Suzuki, traditional, 
and modified Suzuki music methods.  
３．音楽教室以外でのスズキ・メソードの実践事例、またはその推奨 ２件 
Sperti,J. 1970 Adaptation of certain aspects of the Suzuki method to 
the teaching of the clarinet 
Blaker,S.L. 1995 A survey of Suzuki violin program in community 
music school in the United States. 
４．ピアノ科への読譜教材開発と提言 １件 
Lo,S.Y. 1993 A reading course for Suzuki piano students. 
５．フルート科の概論 １件 













Music educator Shinichi Suzuki : His teacher development program and studio 
teaching.のみとなっている。 
 








①Daigneault,D.J.（1993）A survey of recommended procedures and teaching methods 
for building and maintaining a wind and percussion instrumental music education 
program grades six through twelve. 
②Moorhead（2005）The Suzuki Method: A comparative analysis of the perceptual / 
cognitive listening development in third grade students trained in the Suzuki, 





















 ④３つのメソードのうち２つ以上を経験したことのある「混合群 Crossover group」 
 









                                                   
4「修正スズキ・メソード Modified Suzuki method」とは、スズキ・メソードを公立学校
のクラスレッスンで使うために改良したものである。スズキ・メソードと同様の教材や
音源を使用し、導入には楽譜を用いないなど、指導法については一般的なスズキ・メソ

























①Sperti,J.（1970）Adaptation of certain aspects of the Suzuki method to the teaching 
of the clarinet. 
②Blaker,S.L.（1995）A survey of Suzuki violin program in community music school in 


















①Lo（1993）A reading course for Suzuki piano students. 
②Rea（1999）The Suzuki flute method: A history and description. 
③Griffin（1989）The Suzuki approach applied to guitar pedagogy. 
 


























































 ３点目として、国民性の違いも考えられよう。Starr（1999）は、Marvin Rabin の「メ
ソードや優れた教育を継ぐ者は、創始者の名前の後ろに自分の名を示すべきだ」（Starr 
1999：Preface ページ数なし、筆者翻訳）という思想を紹介したのち、Jones という指導









































































































































































































がっていった。1950 年 10 月 25 日に「才能教育研究会」は、社団法人として認可される。 
 翌年の 1951 年より、長野県霧ヶ峰高原で第一回夏期学校が開催。夏期学校は 2015 年現
在まで、継続して行われている 。 
 1955 年、東京体育館において第１回全国大会（グランドコンサート）が開催される。約






 スズキ・メソードが海外に広がりを見せるきっかけとなったのが 1958 年の出来事であ
る。当時アメリカ・オハイオ州のオベリン大学 Oberlin College に留学しており、鈴木の
才能教育運動に興味を持っていた望月謙児の申し入れによって、前述の 1955 年開催第１
回全国大会の映像がアメリカに渡り、オハイオ州弦楽指導者会議にてクリフォード・クッ
ク Clifford Cook 教授によって紹介された。 
 翌年の 1959 年には、マスキンガム大学 Muskingum College 音楽部のジョン・ケンド
ール John Kendall 教授が、外国人としてはじめてスズキ・メソード研究のために来日。
1962 年に再来日したケンドールや、1963 年に初来日したクックの招きもあり、1964 年、
22 
 





われたといえよう。訪米旅行はその後も続けられ、1994 年の演奏旅行で 30 回を数えるこ
ととなる。 
 
 1975 年より、世界大会が開催される。第１回は、同年６月 26 日から７月５日までハワ
イで開催され、日本、アメリカ、オース卜ラリアなどから 872 名の生徒が参加した。その
後、第２回が 1977 年にハワイ、第３回が 1978 年にサンフランシスコでそれぞれ開催され
る。1979 年の第４回世界大会は、西ドイツ（当時）のミュンヘンが会場となり、ヨーロッ






深い学識経験者 3 名、合計 8 名で ISA 理事会が構成されている。 
 世界大会は、不定期ではあるが、現在も継続して行われている。直近では 2013 年３月、
第 16 回世界大会が、松本市で開催された。 
 
 2012 年 10 月、才能教育研究会は、公益社団法人に認定され、現在に至る。序章でも述
べた通り、日本国内には約２万人の生徒と約１千人の指導者が在籍し、海外も含めると 46























































































































































































































































表４ 音楽科授業とスズキ・メソードレッスンの相違点（古山・瀧川 2014 を参照して著
者作成） 
五要素(pentad)による比較 音楽科授業 レッスン指導 
































































表５ 教える技能発達の５段階（Berliner 1988；秋田 1997） 


























































対象者 性別 年齢 指導歴 楽器 
Ⅰ 女 20 歳代 １年 ピアノ 



































６ ① 生徒さんに読譜のご指導をなさっていますか？ 


































ラウンデッド・セオリー・アプローチ Grounded Theory Approach（以下、GTA とする）
を用いることにする。 
















 これらの理由から、本研究の分析には、GTA を用いることが適切であると判断した。 
 なお、GTA には、現在概ね４つの分析法が存在している。 








 ３つ目は、ストラウスとコービン Straus & Corbin（1990）が『Basics of Qualitative 
Research: Grounded Theory Procedures and Technique』の中で提唱したストラウス・コ
ービン版である。この方法は、初学者用に書かれており、内容面で単純化や断定的なもの
が多く、データに密着していないという指摘も存在している（木下 2011：39-40）。 
 ４つ目は、木下（1999）の修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ Modified 


























以外の GTA による分析は、切片化により、対象者の文脈の意図を損なう恐れがある。 
 











成した。なお以降、概念は、【 】で表し、カテゴリーは〈  〉で表す。 
④概念とカテゴリーの関連図の作成を行った。 
  



















【概念 10】 母親とのコミュニケーションを重視 
【概念 11】 読譜学習は必要なもの 
【概念 12】 年齢に応じた読譜学習導入 
【概念 13】 スズキ・メソード以外の教材で読譜導入 
【概念 14】 耳からの音楽学習を重視 
【概念 15】 卒業制度は有意義なもの 
【概念 16】 卒業制度は生徒の目標づくりになる 
【概念 17】 卒業制度への実感不足 
【概念 18】 指導法が統一されていない 
【概念 19】 経験や力量の不足を実感 
【概念 20】 他の指導者から学び、成長する意識 
【概念 21】 教材の進行に応じた読譜学習導入 
【概念 22】 卒業制度は指導者の通知表 
【概念 23】 スズキ・メソード以外へのアプローチ 
【概念 24】 指導者間で意識を共有すべき 
41 
 




























































































































































































対象者 性別 年齢 指導歴 楽器 グループ名 
１ 女 30 歳代 １年 ピアノ 若手指導者群 
２ 女 20 歳代 １年 ヴァイオリン 若手指導者群 
３ 女 20 歳代 １年 ピアノ 若手指導者群 
４ 男 20 歳代 ２年 チェロ 若手指導者群 
５ 女 20 歳代 １年 ヴァイオリン 若手指導者群 
６ 女 40 歳代 16 年 ピアノ ベテラン指導者群 
７ 女 40 歳代 17 年 ピアノ ベテラン指導者群 
８ 女 40 歳代 18 年 ヴァイオリン ベテラン指導者群 
９ 女 40 歳代 15 年 フルート ベテラン指導者群 
10 女 40 歳代 18 年 ヴァイオリン ベテラン指導者群 
11 女 70 歳代 48 年 ヴァイオリン ベテラン指導者群 
12 女 70 歳代 47 年 ピアノ ベテラン指導者群 
13 男 60 歳代 33 年 チェロ ベテラン指導者群 
14 女 70 歳代 40 年 ヴァイオリン ベテラン指導者群 





 調査期間は 2013 年５月から 2014 年８月であった。面接は、各指導者に１対１で半構造





















７ ④ 生徒さんに読譜のご指導をなさっていますか？ 




















 質問項目１と 11 は、本調査で新たに追加したものである。 
 
（４）分析の手続き 



















述の通り、若手指導者群は、1999 年以降に指導者の認定を受けた 20 歳代または 30 歳代













【概念 10】 卒業制度における指導者の心構え 
【概念 11】 普及・啓発・マーケティング 
【概念 12】 音楽大学卒業 
【概念 13】 スズキ・メソードでの学習経験 
【概念 14】 言葉がけを重視 
【概念 15】 スズキ・メソードは繰り返しを重視する音楽教育 
【概念 16】 母親とのコミュニケーションを重視 
【概念 17】 卒業制度における評価の基準 
【概念 18】 スズキ・メソード以外へのアプローチ 
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【概念 19】 音楽を楽しませる目標 
【概念 20】 読譜指導の経験不足 
【概念 21】 読譜学習で苦労した経験 
【概念 22】 スズキ・メソードは家族の参加が重要な音楽教育 
【概念 23】 生徒に一定の音楽的能力を身につけさせる目標 
【概念 24】 理想の指導と自分の指導の差 
【概念 25】 親とのコミュニケーションの難しさ 
【概念 26】 時間をかけて親との関係を良好に 
【概念 27】 卒業制度の経験不足 
【概念 28】 卒業制度の本来の意味への興味 
【概念 29】 新旧の融合 
【概念 30】 どの子も育つ音楽教育 























































































































































































































































































 ベテラン指導者群（対象者６から 15）10 名から生成された概念は次の通りである。な
お、先述の通り、ベテラン指導者群は、スズキ・メソード指導歴 15 年以上の指導者群で













【概念 10】 言葉がけを重視 
【概念 11】 生徒とのコミュニケーションを重視 
【概念 12】 指導者自身が音楽的に成長する意識 
【概念 13】 読譜学習は必要なもの 
【概念 14】 読譜学習を実践 
【概念 15】 卒業制度は有意義なもの 
【概念 16】 卒業制度にマイナス面はない 
【概念 17】 卒業制度の本来の意味を重視 
【概念 18】 スズキ・メソードは明確な教育法 
【概念 19】 新旧の融合 
【概念 20】 指導者養成の問題 
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【概念 21】 どの子も育つ音楽教育 
【概念 22】 専門家を育てる意識は強くない 
【概念 23】 生徒の人間的成長を望む 
【概念 24】 生徒の成長を諦めない 
【概念 25】 耳からの音楽学習を重視 
【概念 26】 他者と繋がれる音楽教育 
【概念 27】 普及・啓発・マーケティング 
【概念 28】 一般大学卒業 
【概念 29】 卒業制度の評価について 
【概念 30】 スズキ・メソード以外へのアプローチ 
【概念 31】 音楽院卒業により指導者の認定を受ける 
【概念 32】 指導者から生徒に伝承されていく音楽教育 
【概念 33】 音色に拘ること 
【概念 34】 自然に音楽を身につけられる音楽教育 
【概念 35】 生徒に音楽を長く続けさせる目標 
【概念 36】 生徒に対して気を長く持つこと 
【概念 37】 母親の役割が重要な音楽教育 
【概念 38】 卒業制度は指導者の通知表 
【概念 39】 鈴木と触れ合う機会 
【概念 40】 鈴木の意志を伝えていく義務 
【概念 41】 新鮮な気持ちで指導にあたること 
【概念 42】 スズキ・メソードでの学習経験なし 
【概念 43】 指導法やカリキュラムについての問題点 
【概念 44】 音楽を楽しませる目標 
【概念 45】 外部の指導者からスズキの指導者に 
【概念 46】 指導者自身が人間的に成長する意識 














































































































































                                                   























































【指導者自身が人間的に成長する意識】は、対象者 10、対象者 12、対象者 13 の３名から



































 【母親とのコミュニケーションを重視】は、対象者６、対象者 11、対象者 12 の３名か
ら生成された概念である。対象者 11 と対象者 12 からは、〈教育哲学〉【母親の役割が重要
な音楽教育】の具体的発言例も認められており、〈教育哲学〉が〈教育実践〉に影響を与え
ていることが示唆された。 
































 【新旧の融合】は、対象者６と対象者 11 から生成された概念である。対象者６は、具
体的発言例で鈴木自身が新しいことを取り入れることに積極的であったことを示唆してい
る。 
 【卒業制度の評価について】は、対象者７、対象者８、対象者 10、対象者 11、対象者





 【スズキ・メソード以外へのアプローチ】は、対象者８と対象者 10 の２名から生成さ
れた概念である。２名とも、スズキ・メソードの理念や指導法が、スズキ・メソードの外
部の人びとに正しく伝わっていないことに問題意識を持っていることが明らかになった。 
 【指導者養成の問題】は、対象者６と対象者 10 の２名から生成された概念である。具
体的発言例として、対象者６は若手指導者の数を増やすこと、対象者 10 は若手指導者の
経済的状況をそれぞれ課題として挙げている。 
【指導法やカリキュラムについての問題】は、対象者 11、対象者 13、対象者 14、対象者
15 の４名から生成された概念である。具体的内容として、対象者 14 と対象者 15 は、ス
ズキ・メソードの指導者間で、読譜学習が徹底されていないことへの問題意識を持ってい

























































































































                                                   



















                                                   


































































































                                                   












































































































































































行事である。才能教育研究会は 2012 年 10 月の公益社団法人に認定され、現在に至る。日

























































































































































































第４節 本研究の限界と今後の課題  
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ワークシート見本 
  
概念 卒業制度は有意義なもの 
定義 スズキ・メソード独特の制度に対する卒業制度に対して好意的な認識
を持っている。 
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 
対象者１「（卒業テープの制度について、どのようにお考えですかね？）…いいと
思います。」 
「やっぱり何か目標があるというのは、とても良いんじゃないかな…生徒さんにと
っても、私たちにとっても。」 
 
対象者２「（卒業テープ制度についてはどのようにお考えですか？）うーん…生徒
が、生徒の…沢山曲がある中で…あの、区切りとして…生徒の目標になってます。
早く…早くこの曲弾きたいって言って、それで頑張って、今の曲やってる子もいま
すし…。うん、あの目標を。」 
 
対象者３「（卒業テープ制度。あれは…どう思いますか？）…いいと思います。凄
くいい制度だと思います。」 
 
 
対象者４「指導してみてやっぱり…その…その…録音する曲を見ると、ちょっと重
要なんですよね。あの、他の科は分からないんですけど…」「チェロの曲にすると
結構大事な曲…なんですよね、こう…成長していくうえで。そういうちょっと、あ
の、曲の中では…大事な曲…ですし、えっと完成度をやっぱり、録るっていうこと
で…こちらもまああのー、完成度を求めますし…あの生徒自身も…何でしょうね…
録音するっていうのを分かってるので、まあ壁にぶち当たるんでしょうけど…あの
成長するにおいては…大事なプロセスかな、機会かなと思います。」 
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